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NY マーケットレポート（2018 年 11 月 19 日） 
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NY市場レポート 

 

≪ NY市場概況 ≫ 

序盤に発表された米住宅市場指数が 2016/8以来の低水準となったことを受けて、ドルは主要通貨に対して軟

調な動きとなった。また、米主要株価が軒並み大きく下落したことも加わり、投資家のリスク回避の動きも

意識され、ドル円・クロス円は軟調な動きとなった。一方、英国の与党保守党でメイ首相（党首）の不信任

投票が回避されるとの観測が広がったことから、ポンドは対ドルで堅調な動きとなり、対円でも底固い動き

が続いた。米株式市場では、ダウ平均株価が一時前日比 512ドル安まで下落するなど、主要株価は軒並み大

幅下落となった。 

 

主要な米経済指標結果 

11 月 NAHB 住宅市場指数 60（予想 67・前回 68） 

11 月の NAHB 住宅市場指数は、市場予想の 67 を大きく下回る 60 となり、2016/8 以来の低水準となった。一

戸建て販売の現況指数は 7ポイント低下の 67 と 2016/8 以来の低水準、向こう 6ヵ月の販売見通しは 10ポイ

ント低下の 65 で 2016/5 以来の低水準、購買見込み客足指数は 8 ポイント低下の 45 と 2016/8 以来の低水準

となるなど、軒並み大幅低下となった。住宅ローン金利が 8 年ぶりの高水準となったことや、住宅価格の上

昇が影響し、住宅市場の冷え込みを示す結果となった。 

 

出所：Bloomberg 
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要人発言 

ウィリアムズ・ニューヨーク連銀総裁 

・力強い経済で、多くの雇用を生む経済だ 

・われわれは金利を幾分引き上げる公算が大きいが、非常に力強い経済を背景にしているのであって、明ら

かにあらかじめ設定された経路にあるわけでない 

・これまでやってきたことを、最善の方法でやっていくつもりだ 

・金融政策をより正常な水準に戻す『漸進的な道筋』と言うものを見いだすつもりだ 

・金利はまだ非常に低い。利上げはしてきたが、それでもまだ非常に低い。ここでの目標は、経済の力強さ

を保ち、この景気拡大をできる限り長い間保つこと。それがわれわれの仕事だ 

・素晴らしい状況だ。失業率は非常に低く、経済には良好かつ前向きだと思われる兆候が数多くある 

 

米ダウ平均株価、S&Pは大幅反落、ナスダックは大幅続落 

米株式市場は、APEC首脳会議で米中の意見対立で首脳宣言の採択を発足後初めて断念したことが材料視され、

主要株価は序盤から軟調な動きとなった。また、スマートフォンの販売不振への警戒感が高まったアップル

が大きく下落となり、IT 大手のフェイスブックやアマゾン・コムも下落したことが全体を圧迫する要因とな

った。ダウ平均株価は、序盤から軟調な動きが続き、一時前週末比 512ドル安まで下落した。その後は下げ

幅を縮小し、395ドル安で終了した。一方、ナスダックも序盤から下げ幅を拡大し、3％以上の下落となった。 

 

出所：Bloomberg 



 
                                           

4 

 

出所：データを基に SBILMが作成 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


